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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期連結
累計期間

第21期
第１四半期連結

累計期間
第20期

会計期間

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ６月30日

自平成27年
 ４月１日
至平成27年
 ６月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成27年
 ３月31日

売上高 （百万円） 6,676 7,176 28,077

経常利益 （百万円） 730 795 3,082

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円） 561 538 2,063

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 561 538 2,063

純資産額 （百万円） 14,602 16,163 15,932

総資産額 （百万円） 18,008 19,767 20,116

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 82.03 78.64 301.28

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 81.1 81.8 79.2

（注）1. 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

　 載しておりません。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

4. 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連

結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としてお

ります。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。または、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善など景気は緩やかな回復基調にあ

るものの、円安による物価上昇などで個人消費は回復までには至っておらず、先行き不透明な状況にあります。

　当業界におきましては、円安などによる原材料価格の上昇及び労働需給逼迫による人件費の上昇並びに物価高に

伴う消費者の節約志向などにより、依然として厳しい経営環境が続いております。

　このような環境の下、当社グループといたしましては、「お客様に喜んでいただき、選んでいただく店舗作り」

を目指し、「食肉の専門集団」である強みであるカット技術を活かして、原材料価格上昇の影響を可能な限り吸収

し、商品価格を据置く一方で、品質向上に努め、お客様にとって価値感・満足感のある商品を提供するなど他社と

の差別化を図り、既存店の強化を行ってまいりました。

　店舗数につきましては、新規出店１店舗（焼肉事業１店舗）を加えた結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗

数は222店舗となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高7,176百万円（前年同期比7.5％増）、営業利益774百

万円（前年同期比7.6％増）、経常利益795百万円（前年同期比8.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益538

百万円（前年同期比4.1％減）と売上高、営業利益、経常利益は過去最高となりました。

 

＜焼肉事業＞

　焼肉事業の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、１店舗新規出店した結果、145店舗となりました。内訳

は、あみやき亭109店舗、どんどん15店舗、かるび家５店舗、スエヒロ館９店舗、ほるたん屋３店舗、ブラック

ホール３店舗、ほおらず１店舗であります。

　当社が経営する「あみやき亭」では、品質の向上に徹底的にこだわり「お客様にとって価値感・満足感のある商

品」の提供に努め、既存店強化に努めてまいりました。

　また、「食肉の専門集団」である強みを活かした名古屋市場直送の新鮮な朝挽きホルモンをその日のうちにお客

様へ提供する牛タンとホルモン専門店の「ほるたん屋」におきましては、引き続きお客様に満足感・価値感のある

ものとなるよう更に商品の磨きこみを行っております。

　株式会社スエヒロレストランシステムが経営する焼肉「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」であ

る強みを活かして「チェーン店価格」での商品を提供しております。

　以上の結果、焼肉事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は、5,466百万円（前年同期比7.6％増）となりまし

た。

 

＜焼鳥事業＞

　焼鳥事業の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、56店舗であります。

　焼鳥事業は、当社が経営する「元祖やきとり家美濃路」であります。

　焼鳥事業におきまして、以前より最優先事項として内部取り組みを行ってまいりましたが、既存店売上は前年を

上回るなど成果が鮮明化しております。

　以上の結果、焼鳥事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は、939百万円（前年同期比1.2％増）となりまし

た。

＜その他の事業＞

　その他の事業の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、21店舗であります。

　内訳は、株式会社スエヒロレストランシステムが経営する、レストランの「スエヒロ館」７店舗、居酒屋「楽

市」３店舗と株式会社アクトグループが経営する寿司業態の「すしまみれ」５店舗、ダイニング５店舗、イタリア

ンレストラン１店舗であります。

　レストランの「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」である当社グループの強みを活かした「100%

国産牛ハンバーグ」「国産牛ステーキ」を提供するハンバーグ・ステーキの専門店として、引続き品質の向上に努

めてまいりました。
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　居酒屋「楽市」につきましても、メニュー開発を行うとともに商品の品質向上やお客様の立場に立った接客・

サービスの向上に努めてまいりました。

　寿司業態、ダイニング業態、イタリアン業態とも快適な空間で食事を楽しんで頂くことを目指し、内部取り組み

を行ってまいりました。

　以上の結果、その他の事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は770百万円（前年同期比15.5％増）となりま

した。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（４）財政状態の分析

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の資産の内、流動資産は、現金及び預金の減少等により8,699百万円となり、前

連結会計年度末と比較して、357百万円減少しました。

　固定資産は、建設仮勘定の増加等により、11,067百万円となり、前連結会計年度末と比較して、7百万円増加

しました。

　以上の結果、資産の部は、19,767百万円となり、前連結会計年度末と比較して、349百万円の減少となりまし

た。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末の負債の内、流動負債は、未払法人税等の減少等により3,084百万円となり、前

連結会計年度末と比較して、571百万円減少しました。

　固定負債は、預り保証金の減少等により、519百万円となり、前連結会計年度末と比較して、8百万円減少しま

した。

　以上の結果、負債の部は、3,603百万円となり、前連結会計年度末と比較して、579百万円の減少となりまし

た。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金の増加等により16,163百万円となり、前連結会計年度末

と比較して、230百万円の増加となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、81.8％となり前連結会計年度末と比較して、2.6ポイント増加となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,848,800 6,848,800

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式100株

計 6,848,800 6,848,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
　－ 6,848,800 　　－ 2,473 　－ 2,426

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） - - -

完全議決権株式（その他） 普通株式6,848,500 68,485

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

単元未満株式 普通株式300 - -

発行済株式総数 6,848,800 - -

総株主の議決権 - 68,485 -

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

- - - - - -

計 - - - - -

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,048 7,582

預け金 102 103

売掛金 4 5

商品及び製品 58 55

原材料及び貯蔵品 242 321

繰延税金資産 236 230

その他 364 401

流動資産合計 9,056 8,699

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,802 4,744

構築物（純額） 331 328

機械及び装置（純額） 206 200

車両運搬具（純額） 11 15

工具、器具及び備品（純額） 184 199

土地 1,592 1,592

建設仮勘定 17 42

有形固定資産合計 7,144 7,122

無形固定資産   

ソフトウエア 6 5

のれん 634 622

その他 40 40

無形固定資産合計 681 669

投資その他の資産   

投資有価証券 9 9

長期貸付金 269 276

繰延税金資産 333 342

差入保証金 1,374 1,392

投資不動産 650 650

その他 596 604

投資その他の資産合計 3,234 3,276

固定資産合計 11,059 11,067

資産合計 20,116 19,767
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,069 944

未払金及び未払費用 1,159 1,058

未払法人税等 537 272

賞与引当金 138 246

役員賞与引当金 20 7

株主優待引当金 3 9

ポイント引当金 47 44

その他 679 500

流動負債合計 3,655 3,084

固定負債   

繰延税金負債 23 24

資産除去債務 337 340

その他 167 154

固定負債合計 528 519

負債合計 4,183 3,603

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,426 2,426

利益剰余金 11,031 11,261

株主資本合計 15,931 16,162

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1 1

その他の包括利益累計額合計 1 1

純資産合計 15,932 16,163

負債純資産合計 20,116 19,767
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 6,676 7,176

売上原価 2,455 2,633

売上総利益 4,220 4,543

販売費及び一般管理費 3,500 3,768

営業利益 720 774

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 0 0

受取賃貸料 2 5

協賛金収入 3 10

その他 1 1

営業外収益合計 10 21

営業外費用   

不動産賃貸費用 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 730 795

特別利益   

受取保険金 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

固定資産除却損 1 4

減損損失 － 8

特別損失合計 1 13

税金等調整前四半期純利益 729 782

法人税、住民税及び事業税 199 245

法人税等調整額 △31 △1

法人税等合計 167 243

四半期純利益 561 538

親会社株主に帰属する四半期純利益 561 538
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 561 538

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 0

その他の包括利益合計 △0 0

四半期包括利益 561 538

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 561 538
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本余剰金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益への影響はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 178百万円 192百万円

のれんの償却額 11百万円 11百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月11日

定時株主総会
普通株式 171 25 平成26年3月31日平成26年6月12日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月10日

定時株主総会
普通株式 308 45 平成27年3月31日平成27年6月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 焼肉事業 焼鳥事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,080 928 6,008 667 6,676

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 5,080 928 6,008 667 6,676

セグメント利益 616 55 671 67 739

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 671

「その他」の区分の利益 67

全社費用（注） △18

四半期連結損益計算書の営業利益 720

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 焼肉事業 焼鳥事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,466 939 6,406 770 7,176

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 5,466 939 6,406 770 7,176

セグメント利益 661 65 726 64 791

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 726

「その他」の区分の利益 64

全社費用（注） △16

四半期連結損益計算書の営業利益 774

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 82円03銭 78円64銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 561 538

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
561 538

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,848 6,848

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月13日

株式会社あみやき亭

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥谷　浩之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　英喜　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あみや

き亭の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あみやき亭及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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